
スクールカウンセラー及びスクールソーシャルワーカーの活用について 

 

１ 配置状況 

  スクールカウンセラー（以下、ＳＣ）・・・すべての公立中学校区に配置 

                      県立高等学校 ３６校に配置 

  スクールソーシャルワーカー（以下、ＳＳＷ）・・・県庁に８人配置 

 

２ 活動状況 

職名 主 な 活 動 内 容 

ＳＣ 

・ 学校及び中学校区の教育相談体制の充実 

※ＳＣ配置が教育相談体制の充実につながったと回答(91.1%) 

 （H26 年度ＳＣ配置校 514 校に対するＳＣ活動評価より） 

・ 専門性を活かした活動（カウンセリング、ケース会議、心理教育等） 

  ※相談件数の推移 H25年度47,679件→H26年度49,267件(1,588件増) 

ＳＳＷ 

・ 福祉や医療機関等との連携のもと、あらゆる事案に対応 

家庭環境（貧困含む）の問題、暴力行為、不登校、いじめ、児童虐待等 

・ 学校訪問回数 H25 年度 478 回→H26 年度 575 回(97 回増) 

・ 関係機関と連携した件数 H25 年度 119 件→H26 年度 355 件(236 件増) 

３ ＳＣやＳＳＷ等による学校へのチーム支援 

 

 

参考資料４ 


